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１ ．はじめに
　三好市は徳島県の西部にあり，吉野川の上流を挟
むように広がっている。四国の中央に位置し三県と
隣接している。
　私たち社寺建築班は，平成29年 ７ 月31日から延10
日間調査に入り，神社98社（池田町38社，山城町33
社，西祖谷27社），寺院12 ヵ寺（池田町 ８ ヵ寺，山
城町 ３ ヵ寺，西祖谷 １ ヵ寺），お堂39 ヵ所（池田町
６ヵ所，山城町17 ヵ所，西祖谷16 ヵ所）を建築学的
見地から調査し，案内図（後掲の図 6）を作製し，そ
れぞれの建築年代や構造，建築様式などを一覧表
（表 1・ 2）にまとめた。そのうち神社 ６社について
は，詳細調査を行い，実測図を作製した。建築年代
については，棟

むな

札
ふだ

から確認できるもの以外は，建築
様式から推察した。なお，今回は調査対象が多く神
社においては旧社格で村社以上を中心に調査し，平
成10年，15年，19年に調査済みの井川町，三野町，
東祖谷山村は対象から外すこととした。

２ ．神社建築の概要
　今回の調査において，棟札により建築年代が確認
できたものは ６社あり，そのうち最も古いものは池
田町馬路の境

さかい

宮
のみや

神社末社の新田神社で，一
いっ

間
けん

社
しゃ

流
ながれ

造
づくり

銅板葺，見
み

世
せ

棚
だな

造
づくり

の簡素な社殿であり，建立年

代は棟札により，寛政 ３ 年（1791）と考えられる。
その他は江戸末期から明治期に再建されたものであ
った。
　本殿の建築様式は，池田町では小

しょう

社
しゃ

殿
でん

５ 社を除
き，流造は14社に対し入

いり

母
も

屋
や

造
づくり

が17社と多く，向
こう

拝
はい

に唐
から

破
は

風
ふ

が付くものが ８社見られ，そのうち千
ち

鳥
どり

破
風の付くものが ７社あった（図 1）。規模は柱

はしら

間
ま

の数
で表され，三

さん

間
げん

社
しゃ

が10社で他の ２ 町村に比べ多く，
入母屋造が ７社，流造が ３社であった。山城町では
小社殿が ６社，一間社流造が20社あり全体の ７割を
占め，入母屋造は ４社でそのうち １社が三間社であ
った。西祖谷では小社殿が ６社，一間社流造が16社，
三間社流造が １社と全体の ６割が流造で，屋根は折

おり

屋
や

根
ね

が ７ 社見られ，そ
のうち ５社が板

いた

葺
ぶき

であ
った。一間社入母屋造
は ２社で，本殿向拝の
木
き

鼻
ばな

にワニのような口
を持つ龍の彫刻が多く，
11社で確認できた。
　また， ３地区20社の
社殿が覆

おおい

屋
や

に囲われて
おり，檜

ひ

皮
わだ

葺
ぶき

や板葺社
殿が残る要因になった
と考えられる。
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要旨：三好市の池田町，山城町，西祖谷山村（以降，「西祖谷」）の神社本殿の様式は，全体の半数が流造であり入母
屋造が 2割であった。本殿の規模は，小社殿が17社で，一間社が62社で過半数と多く，三間社も12社（ 1割強）見ら
れた。県西部で多く見られる神社組物の直線肘木が確認された。隣県から大工が入り建築された社殿が確認された。
寺院は比較的新しい時期に建替えられたものが多い。今回調査したお堂はすべてが閉鎖型で，茅葺を鉄板で巻いた建
物が ８ヵ所あった。

キーワード：直線肘木・通肘木，長州大工，讃岐・伊予大工，本殿折屋根，木鼻彫刻

社寺建築班（郷土建築研究会）

図 1　八幡神社本殿
（池田町シンヤマ）



70

三好市の社寺建築／社寺建築班

　池田町，山城町，西祖谷の神社建築の特徴として，
県西部に多く見られる直

ちょく

線
せん

肘
ひじ

木
き

や通
とおし

肘木は， ３ 地
区で31社，そのうち池田町は 6割を超える20社であ
った。四方を切

きれ

目
め

縁
えん

で回し後方45度に隅
すみ

行
ゆき

脇
わき

障
しょう

子
じ

が付くものが18社あり，榑
くれ

縁
えん

は １ 社見られた。腰組
では組物を持つものが17社，腰板に地

じ

紋
もん

彫
ぼり

が施され
たものが ４社，浜

はま

床
ゆか

は22社と手の込んだ造りが多く
見られた。
　棟札により，山城町や西祖谷では明治期になって，
周辺隣国から大工が入り造営した社殿が点在してい
ることが確認できた。山城町柴川の若宮神社，明治
24年（1891），同町光兼の大

おお

日
ひる

孁
め

神社，明治31年
（1898）（図 3）は，讃岐国の大工高橋貞造により造
営されたものである。同町大和川の河内神社，明治
25年（1892）は，伊予国の大工が造営に関わっている。
　また，聞き取りによると山口県周防大島より高知
県に来た大工（以降，「長州大工」）で，長岡郡大豊
町岩原の岩原神社，明治40年（1907）を造営した大
工吉金利兵衛の息子大浜英一に弟子入りした町内出
身の大工浦辺理

まさ

盛
もり

がおり，同町上名の平
ひら

賀
が

神社，昭
和51年（1976）（図 2）同町下名の熊野神社などの造
営に携わっている。
　『長州大工』という郷土資料には，明治期建立の西
祖谷有瀬の三部神社は，長州大工によるものと記さ
れている。

３ ．寺院建築の概要
　寺院は，３地区で12 ヵ寺（池田町 ８ヵ寺，山城町
３ヵ寺，西祖谷 １ヵ寺）調査した。戦後再建・改築
のものが多かった。『徳島県の近世社寺建築』に掲載
されている ３件のうち，現存するものは箸

はし

蔵
くら

寺
じ

観
かん

音
のん

堂
どう

のみであるが，本殿をはじめ伽
が

藍
らん

の建造物は国の
重要文化財に指定されている。また，池田町の蓮

れん

華
げ

寺
じ

方
ほう

丈
じょう

（図 4）は昭和56年に改築されるが，玄関の
組物などに前身の建物の意匠部材が使われている。
　聞き取りによると，山城町上名の持性院本堂向拝
の彫刻は昭和31年（1956）同町の大工浦辺理盛によ
るものである。西祖谷の寺院は，吾橋の安楽寺 １ヵ
寺で各地区にはお堂が見られる。
　お堂は，３地区で39 ヵ所調査した。形式はすべて
閉鎖型であった。ほとんどが宝

ほう

形
ぎょう

造
づくり

の銅板または
鉄板葺で，切

きり

妻
づま

や寄
よせ

棟
むね

が ７ ヵ所であった。また茅
かや

葺
ぶき

を鉄板で巻いた屋根が，山城町と西祖谷でそれぞれ
４ヵ所見られた。西祖谷有瀬の阿弥陀堂（図 5）は，
雪に備え縁通りに柱を建て桁

けた

を置き軒
のき

を深くしてい
た。
　棟札の確認ができたのは ９ヵ所で，すべて明治以
降に建替えられたものであった。棟札により，山城
町仏子の観音堂は明治16年（1883）伊予国の大工に
より建てられたことが確認された。

図 2　平賀神社拝殿（山城町上名）

図 3　大日孁神社本殿（山城町光兼）

図₄　蓮華寺方丈（池田町ハヤシ）

図₅　阿弥陀堂（西祖谷有瀬）
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図 6　社寺建築案内図　（●神社　○寺院・お堂）
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表 1　神社建築調査一覧表



73

阿波学会紀要　第 62 号 (pp.69—81)　2019.3

平成30年 8 月末日現在
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表 2　寺院・お堂建築調査一覧表	 平成30年 8 月末日現在
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４ ．三好市の各社寺建築
１ ）境宮神社　末社　新田神社（表 1−20）
鎮
ちん

座
ざ

地−池田町馬路字宮の下41
［新田神社本殿］木造　一間社流造（見世棚造）
　　　　　　　 銅板葺
身
も

舎
や

－八
はっ

角
かく

柱
ばしら

　腰
こし

貫
ぬき

　腰長
なげ

押
し

　内
うち

法
のり

長押　舟
ふな

肘木
妻
つま

飾
かざり

・虹
こう

梁
りょう

　束
つか

　一
ひと

軒
のき

繁
しげ

垂
だる

木
き

　開閉装置
板
いた

戸
ど

向拝－角
かく

柱
ばしら

（角
かく

面
めん

）虹梁型頭
かしら

貫
ぬき

木鼻（象）出
で

三
みつ

斗
ど

中
なか

備
ぞなえ

蟇
かえる

股
また

（菊水）　繋
つなぎ

海
え

老
び

虹梁　二
ふた

軒
のき

繁垂木
見世棚　青

あお

石
いし

基
き

壇
だん

・礎
そ

石
せき

（緑
りょく

色
しょく

片
へん

岩
がん

）
千
ち

木
ぎ

－ ２ 本　堅
かつ お

魚木
ぎ

－ ２ 本
（図 7〜11）

　この社は，三好市の北西部，愛媛県境の池田町馬
路，境宮神社の末社で，本殿（明治24年建立）の西
に並んで鎮座する。伊予（愛媛県）柴生村の新田社
の分霊を祀る。一間社流造銅板葺で青石基壇の礎石
に載る。
　身舎は，八角柱を腰貫，腰長押と内法長押で固め，
柱頭部には丸みの無い舟肘木で軒桁を受ける。妻飾
は，虹梁で下端部に結

ゆい

綿
わた

付きの束が載る。軒は一軒
繁垂木とする。開閉装置は板戸を吊る（図7，8，10）。
　向拝は，角面の角柱を虹梁型頭貫で固め，象木鼻
が付く。柱頭部の組物は，出三斗とし繋海老虹梁で
身舎と繋ぎ，中備には菊水の彫刻を施した蟇股を填
める。軒は二軒繁垂木とする（図 9）。身舎正面，内
法長押の下は板壁とし，向拝柱通りまで見世棚が付
く。向拝の前には，大きな青石が平たく層に積まれ
ている（図10）。

　建立年代は，神社所有の棟札記録と棟札より，寛
政 ３年（1791）と考えられる。大工は，井窪（いの
くぼ）の重兵衛，小工は馬路の折助，豊太である。
その後の記録では，享和 ３ 年（1803），文政 ３ 年
（1820），天保 ３年（1832），万延元年（1860）に屋根
葺替えを行っている（図11）。葺替えに併せて屋根下
地や軒，向拝木鼻や繋海老虹梁などが後補により更
新されたと推測されるが，向拝の虹梁や身舎妻飾の
虹梁などには，建立当時の絵様を見ることが出来
る。規模が大きく間口の広い一間社見世棚造の神社
本殿は，県内では数が少なく，簡素であるが江戸後
期頃の建築様式を残している貴重な社殿である。

図 7　本殿全景

図 8　繋海老虹梁　妻飾　虹梁

図 9　向拝組物

図10　平面図
図11　棟札

中央：建立寛政 3年
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２ ）若宮神社本殿（表 1−40）
鎮座地−山城町柴川クスノサコ981
［本殿］木造　一間社流造　銅板葺
身舎－円

えん

柱
ばしら

　切目長押　内法長押　頭貫木鼻（拳）
台
だい

輪
わ

　出三斗　隅
すみ

鬼
おに

斗
と

　詰
つめ

組
ぐみ

　中備彫刻（正
面夫婦鷹，側面龍・獅子，背面蛇・亀）　彫刻
板支

し

輪
りん

（波に千鳥・鯉）　一軒繁垂木　妻飾・
虹梁　大

たい

瓶
へい

束
つか

笈
おい

形
がた

（波・雲）付　開閉装置　
桟
さん

唐
から

戸
ど

向拝－角柱（几
き

帳
ちょう

面
めん

）　虹梁型頭貫木鼻（獅子）　皿
さら

斗
と

　出三斗　中備彫刻（龍と虎）　手
た

挟
ばさみ

　二
軒繁垂木　四方切目縁　刎

はね

高
こう

欄
らん

　隅行脇障子
（彫刻：龍）　階

きざはし

五級（木口）　昇
のぼり

擬
ぎ

宝
ぼ

珠
し

高欄浜
床　腰組　隅肘木　薄台輪　大

だい

斗
と

　出
で

組
ぐみ

　隅鬼
斗　詰組　中備彫刻（橋・翁・獅子・鹿・鳥）
彫刻板支輪（鯉）　腰　目

め

透
すかし

縦
たて

格
こう

子
し

張
ばり

青石基
壇（緑色片岩）

千木－ ２ 本　堅魚木－ ２ 本無
（図12〜18）

　この社は，三好市の中西部の山城町柴川に鎮座す
る。本殿は，一間社流造銅板葺で，青石基壇に載る。
身舎は，土台の上に円柱を建て，切目長押と内法長
押で固め，柱頭部は木鼻付きの頭貫と台輪が載り，
組物は出三斗とする。柱間には，波の彫刻が施され
た頭貫が回り詰組，中備彫刻を填め，軒裏は彫刻板
支輪とする。妻飾は，虹梁に大瓶束（結綿：鬼の彫
刻）笈形付が載り棟

むな

木
ぎ

を支える。軒は一軒繁垂木と
する。開閉装置は桟唐戸で，身舎柱との間には彫刻
（鯉の滝昇り）が施される（図12，13，14，17）。向拝
は，几帳面の角柱を建て，虹梁型頭貫で固め木鼻が
付く。柱頭部は，皿斗と出三斗で構成され，中備彫
刻を填める。すこしユーモラスな木鼻の獅子や，中
備の龍と虎の彫刻が印象的である。身舎との繋ぎに
は，彫刻の施された手挟（彫刻：若葉）が付く（図
16）。縁は，四方切目縁で刎高欄を回し，隅行脇障子
（龍に仙人が乗る）が付く（図17）。階は五級の木口
階段で昇擬宝珠高欄がつき，正面から側面身舎通り
まで浜床を張る。腰組は，身舎柱から斜めに肘木を
出し薄台輪を回して木鼻付出組とする。詰組と中備
彫刻を配し平

ひら

三
みつ

斗
ど

上の肘木で縁
えん

葛
かずら

を支え，縁裏に
彫刻板支輪を回す。腰は，細い目透縦格子を張る

（図18）。特徴的な向拝木鼻や中備彫刻をはじめ，全
体に細かい彫刻などの意匠が随所にみられる社殿で
ある。建立年代は，棟札により明治24年（1891）と
考えられる。棟札には，讃岐国豊田郡中姫村，棟梁
大工高橋貞蔵，小工高橋品八，仝工大喜多仁平，仝
工石川仁平，讃岐国丸亀檜皮師金子庄吉と記されて
いる。このことから，建立当初は，檜皮葺きであっ
たと推測できる。また，同町光兼の大日孁神社も，
棟札より明治31年に大工高橋貞蔵により建てられた
ものとされる。近代に入り人や物の流通が盛んにな
り始めた頃，山城町において隣りの讃岐国（現在の
香川県）の大工が入り，社殿造営に関わったことが
わかる貴重な遺構といえる。

図12　本殿全景

図13　本殿正面

図14　妻飾　虹梁

図16　向拝　木鼻（獅子）

図18　四方切目縁腰組

図15　脇障子

図17　平面図
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３ ）河内神社本殿（表 １−56）
鎮座地−山城町大和川田中666
［本殿］木造　一間社流造　檜皮葺
身舎－円柱　切目長押　内法長押　頭貫木鼻（獅子，

獏，象）　台輪留　三
み

手
て

先
さき

　詰組　中備彫刻
（獅子）　二軒繁垂木　妻飾・虹梁　出組　二
重虹梁　蕪

かぶら

懸
げ

魚
ぎょ

　開閉装置　桟唐戸
向拝－角柱（几帳面）　虹梁型頭貫木鼻（獅子）　皿

斗　出三斗　中備彫刻（龍）　手挟　二軒繁
垂木　四方榑縁　擬宝珠高欄　隅行脇障子
（透彫）　階四級（木口）　昇擬宝珠高欄　腰
組　亀

かめ

腹
ばら

　地
じ

覆
ふく

　束　台輪　二手先　腰板
（地紋彫）　彫刻板支輪（雲）　中備彫刻　浜
床　青石基壇（緑色片岩）

千木－ 2 本（欠落）　堅魚木－ 2 本
（図19〜22）

　この社は，山城町の北東部，大和川田中に鎮座す
る。
　本殿は，一間社流造檜皮葺で，青石の切石基壇に
建つ。身舎は，円柱を切目長押と内法長押で固め，
柱頭部は頭貫（獅子，獏，象）と台輪が載る。組物
は三手先とし，柱間に詰組を配し通肘木に連

つれ

斗
と

を載
せる。妻飾は，虹梁の上に出組の組物を載せ，二重
虹梁を受け出三斗の組物で棟木を支える。軒は二軒
繁垂木とし，破風には蕪懸魚が取り付く。開閉装置
は桟唐戸で彫刻を填める（図19，20）。
　向拝は，几帳面の角柱を建て，虹梁型頭貫で固め
獅子の木鼻が付く。柱頭には，皿斗に出三斗の組物
で丸

が

桁
ぎょう

を支え手挟が付く。中備彫刻には龍を填め
る。縁は，一枚板の榑縁を四方に回し，擬宝珠高欄
が隅行脇障子（獅子の彫刻）に取り付く。階は，四
級の木口階段で，昇擬宝珠高欄がつき浜床を張る。
腰組は，木製の亀腹に地覆と台輪で縁束を固め，束
の間の腰板は地紋彫とする。二手先の組物に，彫刻
板支輪（雲）で縁葛を受ける。
　今回の調査において，檜皮葺が確認できたものは
この社だけで，覆屋で囲われ保存状態も良好であっ
た。棟札調査で，建立年代は明治25年（1892）大工
　宇摩郡金田村（現在の愛媛県）の鈴木□蔵と，三
好郡加茂野村の桂萬吉（先の調査の棟札により、美
馬町丸山の杉尾神社本殿，明治35年（1902）の造営
に関わった大工である）と記されている。この棟札
からも当時の職人の交流が伺える。本殿は全体に禅
宗様の様式が色濃く，明治期に流行した組物や彫刻
が，賑やかな意匠となっており，近代の特色ある社
殿である。

図20　本殿　三手先組物

図19　本殿正面

図21　本殿　腰組

図22　平面図
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４ ）四所神社本殿（表 １−74）
鎮座地−西祖谷後山289
［本殿］木造　一間社流造　板葺折屋根
身舎－円柱　切目長押　内法長押　頭貫木鼻（拳）

出三斗　中備彫刻蟇股　一軒繁垂木
妻飾・束（円）　縦板張　蕪懸魚
開閉装置　板戸

向拝－角柱（几帳面）　虹梁型頭貫木鼻（龍）　出三
斗連斗付　中備彫刻蟇股　繋海老虹梁　一軒
繁垂木　三方切目縁　刎高欄　脇障子（板）
階三級（木口）　昇擬宝珠高欄　腰組　束立
貫　浜床　青石基壇（緑色片岩）

千木－無し　堅魚木－無し
（図23〜26）

　この社は，西祖谷の南西部，国見山の南斜面に鎮
座する。
　本殿は，覆屋に囲われ，一間社流造大

やまと

和葺
ぶき

の折屋
根とし，乱積の青石基壇に載る。身舎は，円柱を切
目長押，内法長押と拳

こぶし

鼻
ばな

付きの頭貫で固める。柱頭
部に出三斗の組物が載り，柱間には中備彫刻蟇股を
填める。妻飾は，結綿のついた円束を立て，板を張
り簡素な仕上げとする。軒は一軒繁垂木とし，開閉
装置は板戸を填める（図23，25）。
　向拝は，几帳面の角柱を建て，虹梁型頭貫で固め
龍の木鼻が付く。木鼻の龍はワニのような口に特徴
があり，東祖谷においても見られた形態である。柱
頭部は出三斗で軒を深くし連斗の付く組物で構成さ
れる。中備彫刻には蟇股を填め，繋海老虹梁で身舎
と繋ぐ。軒は一軒繁垂木である。縁は三方切目縁で
刎高欄を回し，身舎背面筋の脇障子（板）に取り付
く。階は三級の木口階段で，昇擬宝珠高欄がつき浜
床を張る。腰組は，土台を回し束を立て貫で固める
（図24）。
　神式や仏式の複数の棟札が保存されており，建築
年代は安政 6年（1859）と考えられる。大工は山城
谷光未（兼）の藤原好太良と記されている。簡素に
仕上げられているが，身舎正面，向拝組物，丸桁と
中備蟇股には彩

さい

色
しき

の痕跡が見られ，様式から向拝の
柱や虹梁型頭貫，龍の木鼻よりも古いものと考えら
れる。安永 ６年（1777）の棟札が見られることから，
前身の社殿（安永期）の部材を用いたものと推測さ
れる。江戸後期の様式が見られる貴重な社殿である。

図24　本殿　木鼻（龍）

図23　本殿正面

図25　折屋根　大和葺

図26　平面図
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５ ）三部神社本殿（表 １−86）
鎮座地−西祖谷有瀬870
［本殿］木造　一間社流造　柿

こけら

葺
ぶき

　向拝　軒唐破風
身舎－円柱　切目長押　内法長押　頭貫木鼻（獅

子，獏，象）　二手先　中備彫刻　彫刻板支輪
二軒繁垂木　妻飾・彫刻蟇股　開閉放置　板
戸（引分）

向拝－角柱（几帳面）　虹梁型頭貫木鼻（獅子）　出
三斗中備彫刻（獅子）　繋海老虹梁　手挟　
兎
うの

毛
け

通
どおし

（菊）　二軒繁垂木　三方切目縁　擬
宝珠高欄　脇障子（透彫）　階三級（木口）　
昇擬宝珠高欄　腰組（平三斗，彫刻）　束立貫
浜床　青石基壇（緑色片岩）

千木－不明　堅魚木－不明
（図27〜30）

　この社は，三好市の南部，高知県境に近い山腹に
鎮座する。西祖谷山村史には寛永五年（1628）創設
と記されており，素戔嗚命他六神を祭神とする。
　本殿は，覆屋の中にあり，一間社流造柿葺で，向
拝には軒唐破風が付き，青石の切石基壇に載る。身
舎は円柱を切目長押と内法長押で固め，柱頭部は頭
貫木鼻（獅子，獏，象）と二手先の組物が載る。柱
間には，中備彫刻（龍，鳳凰など）を填め，軒裏は，
彫刻板支輪とする。妻飾は，上部の斗と彫刻蟇股の
間に， ２ 段の三斗を填める。軒は二軒繁垂木とし、
開閉装置は板戸で引分とする（図27，28）。
　向拝は，几帳面の角柱を建て，虹梁型頭貫（獅子）
で固め，柱頭部は出三斗が載る。中備彫刻には獅子
と牡丹を填め，虹梁の上に太瓶束笈型付が載り，軒
唐破風の棟を支える（図29）。軒先には菊の彫刻の兎
毛通が付く。縁は，三方に切目縁を回し、擬宝珠高
欄が脇障子（透彫）に取り付く。階は，三級の木口
階段で，彫刻された昇擬宝珠高欄がつき，浜床を張
る。腰組は，束を立て台輪の上に平三斗を載せ縁を
受ける。束の間には波の彫刻を填める。本殿全体に
華やかな彫刻が施されており，彩色の痕跡も見られ
る。
　今回の調査では，棟札などによる建築年代の確認
はできなかったが，様式から明治期の建物と推測さ
れる。この社は，『長州大工』のなかで，長州大工に
より造営された社殿と記されている。柱頭部に巻き
付いた龍や賑やかな彫刻など，長州大工の特徴的な
意匠が見られることから，棟札等による今後の調査
に期待したい。

図28　本殿妻飾

図27　本殿正面

図29　向拝正面

図30　平面図
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６ ）白山神社本殿（表 １−87）
鎮座地−西祖谷坂瀬137
［本殿］木造一間社流造　銅板葺
身舎−円柱　切目長押　内法長押　頭貫木鼻（拳）

台輪留　出三斗　中備蟇股　一軒繁垂木
妻飾・大虹梁　大瓶束
開閉装置　板戸

向拝−角柱（几帳面）　虹梁型頭貫木鼻（龍）
出三斗連斗付　蟇股　繋海老虹梁　三方切目
縁　高欄（角柱）　脇障子（板無し）　階（板）
腰板張　青石基壇（緑色片岩　乱石積）

千木− ２本　堅魚木− ２本
（図31〜34）

　この社は，三好市西祖谷の東部に位置し，四国山
地の烏帽子山西斜面中腹に鎮座する。徳島県神社誌
には「創祀年代不詳であるが，宝永 ７年（1710）の
棟札に「奉再興白山権現」とある。」と記述されてい
る。
　本殿は，一間社流造銅板葺で，乱積の青石基壇に
載る。身舎部分は，円柱を切目長押と内法長押で固
め，柱頭部には拳鼻付の頭貫と台輪が載る。組物は，
出三斗とする。柱間には蟇股を填める。軒は一軒繁
垂木とし，妻飾は大虹梁を置き，大瓶束を載せ棟木
を支える（図32，33）。開閉装置は板戸を填める。
　向拝は，几帳面の角柱を建て，虹梁型頭貫で固め，
木鼻には，東祖谷の調査で確認されたワニのような
口をした龍が付く。柱頭部の組物は，連斗付出三斗

とし，柱間には彫刻蟇股を填める。繋海老虹梁で身
舎と繋ぐ（図34）。縁は，三方切目縁で，正面は向拝
柱まで縁板を伸ばし，柱間を切り込み板階段とす
る。高欄は隅に角柱を立てた簡素なものである。身
舎背面柱筋に脇障子を付けるが，額縁板は無い。腰
は板張りとする。身舎，向拝ともに組物から上部は，
彩色の痕跡があり，創建時は華やかなものであった
と思われる。
　建築年代は，虹梁や蟇股の彫刻から江戸後期の建
立と考えられるが，棟札の調査が行えず確定はでき
ない。縁廻りについては，後補によるものである。

図33　身舎妻飾

図32　全景

図34　向拝図31　平面図
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５ ．おわりに

　今回の調査から，三好市の ３ 地区の神社建築で
は，地理的に四国 ３県と隣接しており，江戸末期か
ら近代にかけて隣県から大工が入り，地元大工と共
にその造営に関わったことが伺えた。それぞれの大
工が残した社殿には，特徴的な向拝木鼻などの意匠
を見ることができる。長州大工と長州大工の流れを
汲む地元大工により造られた龍の木鼻や，讃岐国や
伊予国の大工の関わった少しユーモラスな獅子の木
鼻など多様なものであった。西祖谷では，ワニのよ
うな口を持つ龍が特徴的で，先の調査において東祖
谷でも ６社確認されている。
　池田町で多く見られた三間社入母屋造の代表的な
社殿には，池田町マチの医

い

家
げ

神社があり，「徳島県の
近世社寺建築」に詳しく記載されている。
　地

じ

神
じん

塔
とう

は ３ 地区の神社境内にあり，全体の ３割弱
の27カ所で確認できたが，そのうち西祖谷では ４ヵ
所と少なかった。また山城町で １ヵ所，西祖谷で ２
ヵ所であるが，お堂で地神塔を確認した。
　今回の調査を通して，山間部集落は高齢化や過疎
化が進み，社寺やお堂を維持していくことが困難な
状況にあることを痛感した。
　なお現地調査にあたり，神社，寺院の関係者，住
民の方々のご協力を頂きました。この場を借りてお
礼を申し上げます。
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